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武
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野
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学
『
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蔵
野
法
学
』
執
筆
要
綱

一

　執
筆
資
格

『
武
蔵
野
法
学
』へ
の
執
筆
資
格
を
も
つ
の
は
、
以
下
の
者
と
す
る
。

１
．
武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所
員

２
．『
武
蔵
野
法
学
』編
集
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
そ
の
他
の
者

二

　原
稿
内
容

１
．『
武
蔵
野
法
学
』に
は
論
文
・
判
例
総
合
研
究
・
研
究
ノ
ー
ト
・

判
例
評
釈
・
資
料
紹
介
・
書
評
の
ほ
か
、
編
集
委
員
会
が
認

め
た
も
の
（
以
下
、｢

論
文
等｣
と
い
う
）
を
掲
載
す
る
。

２
．
論
文
等
の
内
容
は
、
法
学
お
よ
び
そ
の
周
辺
領
域
に
関
す
る

も
の
と
す
る
。

３
．
応
募
で
き
る
論
文
等
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

三

　原
稿
の
様
式
お
よ
び
文
量

１
．
使
用
で
き
る
言
語
は
、
日
本
語
ま
た
は
英
語
と
す
る
。

２
．
原
稿
は
原
則
と
し
て
縦
書
と
し
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

ワ
ー
ド
形
式
で
保
存
さ
れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
で
提
出
す
る
。

日
本
語
で
あ
っ
て
も
、
数
式
等
が
多
く
性
質
上
横
書
き
が

相
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
横
書
き
で
の
掲
載

を
許
可
す
る
。

そ
の
場
合
、
提
出
前
に
編
集
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

ま
た
許
可
を
う
け
た
場
合
、数
詞
等
の
表
記
は
横
書
き
を
前
提

と
し
て
準
備
す
る
こ
と
。

３
．
原
稿
の
様
式
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）原
稿
は
、
す
べ
て
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
す
る
。

（
2
）本
文
お
よ
び
注
は
、
一
行
四
〇
字
一
ペ
ー
ジ
三
十
行
と
す
る
。

（
3
）原
稿
に
は
表
紙
を
付
す
る
。
表
紙
に
は
論
文
タ
イ
ト
ル
・

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
・
執
筆
者
（
共
同
ま
た
は
分
担
し
て
執
し

た
論
文
等
の
場
合
は
そ
の
全
員
）
の
氏
名
・
所
属
機
関
・

職
位
を
記
載
す
る
。

（
4
）原
稿
に
は
目
次
を
付
す
る
。
目
次
は
、
原
則
と
し
て
大
見
だ

し
お
よ
び
中
見
だ
し
の
み
で
構
成
す
る
（
章
お
よ
び
節
に
相

当
）
。
大
見
だ
し
は
漢
数
字
（
一
、
二
、
三…

）
、
中
見
だ

し
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
全
角
（
１
、
２
、
３…

）
を
用
い
る
。
必
要

な
場
合
、
さ
ら
に
小
さ
な
見
だ
し
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
第
・
章
・
節
等
の
文
字
は
使
用
し
な
い
。

（
5
）句
読
点
・
「
　
」
・
（
　
）
は
全
角
の
も
の
を
使
用
す
る
。

（
6
）注
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
注
は
、
縦
書
き
の
場
合
は
、
本
文
末
尾
に
一
括
し
て
か
か

げ
る
。
横
書
き
の
場
合
は
、
各
頁
の
脚
注
と
す
る
。

②
注
は
通
し
番
号
と
し
、
体
裁
は
半
角
算
用
数
字
（
１
、
２
、

３…
）
と
す
る
。

（
7
）引
用
・
参
考
文
献
の
記
載
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
と
お
り

と
す
る
。

①
和
書
単
行
本
の
場
合

丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
第
二
版
、
未
来
社
、

一
九
六
四
年
、
一
四
〇
頁
。

②
和
雑
誌
論
文
の
場
合

坂
野
潤
治
「
日
本
近
代
史
の
中
の
交
詢
社
私
擬
憲
法
案
」
、

『
近
代
日
本
研
究
』
二
二
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
、
一
八
頁
。

③
洋
書
単
行
本
の
場
合

Berlin, I., Fathers and Children, O
xford U

niversity 

Press, 1972, pp.30-32.

（
小
池
銈
訳
『
父
と
子
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
、
五
六
頁
）

④
洋
雑
誌
論
文
の
場
合

Schickler, E., Institutional Charge in the H
ouse of 

Representatives, 1867-1998, in A
m
erican Political 

Science Review
, V
ol.94, N

o.2, June 2000, p287.

⑤
そ
の
ほ
か
、
各
研
究
分
野
の
文
献
引
用
方
法
に
し
た
が
う
。

（
8
）原
稿
に
は
、別
刷
り
で
要
旨
を
付
す
る
。

４
．
原
稿
の
分
量
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）日
本
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は
三
二
、〇
〇
〇
字
以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、

研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・資
料
紹
介
は
一六
、〇
〇
〇
字
以
内
、

書
評
は
八
、〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る

空
白
部
分
も
字
数
に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し

て
い
る
場
合
に
は
、掲
載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
2
）英
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は一三
、〇
〇
〇w

ords

以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・

資
料
紹
介
は
六
、五
〇
〇w

ords

以
内
、書
評
は
三
、〇
〇
〇

w
ords

以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る
空
白
部
分
も
字
数

に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、掲

載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）図
表
は
、そ
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字
数
換
算
し
て
制
限
字
数
に
計

算
す
る
。一点
あ
た
り一〇
行
分（
四
〇
〇
字
相
当
）に
換
算
す
る
。

（
4
）要
旨
は
五
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

四

　提
出
方
法

提
出
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１
．
原
稿
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、
『
武
蔵
野
法
学
』
編
集

委
員
会
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
信
す
る
か
、
あ
る
い
は

電
子
フ
ァ
イ
ル
を
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
電
子
記
録
媒
体
に
保

存
し
て
編
集
委
員
会
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。
電
子
メ
ー
ル
で

送
信
す
る
場
合
、
メ
ー
ル
の
件
名
（Subject

）
に
「
武
蔵

野
大
学
　
武
蔵
野
法
学
論
文
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
提
出
期
日
は
、各
募
集
要
項
で
公
表
す
る
。

３
．
提
出
し
た
論
文
は一切
返
却
し
な
い
。

五

　校
正

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
修
正
は
認
め
な
い
。

六

　原
稿
送
付
先

原
稿
の
送
付
は
下
記
と
す
る
。

〒一三
五―

八一八一

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
三
番
地
三
号

武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所

『
武
蔵
野
法
学
』編
集
委
員
会
　
庶
務
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

七
七
三
〇（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

三
八一二

E-M
A
IL

：a_gakubu@
m
usashino-u.ac.jp

七

　倫
理
規
定

投
稿
論
文
の
執
筆
に
際
し
て
は
、他
者
の
著
作
権
等
の
侵
害
、名
誉
毀

損
そ
の
他
の
問
題
等
を
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。な

お
、万
一『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
執
筆
内
容
が
前
記
の
問
題

を
生
ぜ
し
め
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、執
筆
者
が
そ
の一切
の
責
任
を

負
う
も
の
と
す
る
。

八

　著
作
権
の
取
り
扱
い

１
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、執
筆
者
に

帰
属
す
る
。

２
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
引
用・転
載
の
承
諾
は
、

原
則
と
し
て
著
作
権
者
で
あ
る
執
筆
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
。武
蔵
野
大
学
法
学
会
は
、原
則
と
し
て
第
三
者
に
よ
る
引

用・転
載
の
承
諾
は
行
わ
な
い
。
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義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
、
一
八
頁
。

③
洋
書
単
行
本
の
場
合

Berlin, I., Fathers and Children, O
xford U

niversity 

Press, 1972, pp.30-32.

（
小
池
銈
訳
『
父
と
子
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
、
五
六
頁
）

④
洋
雑
誌
論
文
の
場
合

Schickler, E., Institutional Charge in the H
ouse of 

Representatives, 1867-1998, in A
m
erican Political 

Science Review
, V
ol.94, N

o.2, June 2000, p287.

⑤
そ
の
ほ
か
、
各
研
究
分
野
の
文
献
引
用
方
法
に
し
た
が
う
。

（
8
）原
稿
に
は
、別
刷
り
で
要
旨
を
付
す
る
。

４
．
原
稿
の
分
量
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）日
本
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は
三
二
、〇
〇
〇
字
以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、

研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・資
料
紹
介
は
一六
、〇
〇
〇
字
以
内
、

書
評
は
八
、〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る

空
白
部
分
も
字
数
に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し

て
い
る
場
合
に
は
、掲
載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
2
）英
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は一三
、〇
〇
〇w

ords

以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・

資
料
紹
介
は
六
、五
〇
〇w

ords

以
内
、書
評
は
三
、〇
〇
〇

w
ords

以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る
空
白
部
分
も
字
数

に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、掲

載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）図
表
は
、そ
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字
数
換
算
し
て
制
限
字
数
に
計

算
す
る
。一点
あ
た
り一〇
行
分（
四
〇
〇
字
相
当
）に
換
算
す
る
。

（
4
）要
旨
は
五
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

四

　提
出
方
法

提
出
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１
．
原
稿
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、
『
武
蔵
野
法
学
』
編
集

委
員
会
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
信
す
る
か
、
あ
る
い
は

電
子
フ
ァ
イ
ル
を
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
電
子
記
録
媒
体
に
保

存
し
て
編
集
委
員
会
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。
電
子
メ
ー
ル
で

送
信
す
る
場
合
、
メ
ー
ル
の
件
名
（Subject

）
に
「
武
蔵

野
大
学
　
武
蔵
野
法
学
論
文
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
提
出
期
日
は
、各
募
集
要
項
で
公
表
す
る
。

３
．
提
出
し
た
論
文
は一切
返
却
し
な
い
。

五

　校
正

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
修
正
は
認
め
な
い
。

六

　原
稿
送
付
先

原
稿
の
送
付
は
下
記
と
す
る
。

〒一三
五―

八一八一

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
三
番
地
三
号

武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所

『
武
蔵
野
法
学
』編
集
委
員
会
　
庶
務
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

七
七
三
〇（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

三
八一二

E-M
A
IL

：a_gakubu@
m
usashino-u.ac.jp

七

　倫
理
規
定

投
稿
論
文
の
執
筆
に
際
し
て
は
、他
者
の
著
作
権
等
の
侵
害
、名
誉
毀

損
そ
の
他
の
問
題
等
を
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。な

お
、万
一『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
執
筆
内
容
が
前
記
の
問
題

を
生
ぜ
し
め
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、執
筆
者
が
そ
の一切
の
責
任
を

負
う
も
の
と
す
る
。

八

　著
作
権
の
取
り
扱
い

１
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、執
筆
者
に

帰
属
す
る
。

２
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
引
用・転
載
の
承
諾
は
、

原
則
と
し
て
著
作
権
者
で
あ
る
執
筆
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
。武
蔵
野
大
学
法
学
会
は
、原
則
と
し
て
第
三
者
に
よ
る
引

用・転
載
の
承
諾
は
行
わ
な
い
。
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武
蔵
野
大
学
『
武
蔵
野
法
学
』
執
筆
要
綱

一

　執
筆
資
格

『
武
蔵
野
法
学
』へ
の
執
筆
資
格
を
も
つ
の
は
、
以
下
の
者
と
す
る
。

１
．
武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所
員

２
．『
武
蔵
野
法
学
』編
集
委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
そ
の
他
の
者

二

　原
稿
内
容

１
．『
武
蔵
野
法
学
』に
は
論
文
・
判
例
総
合
研
究
・
研
究
ノ
ー
ト
・

判
例
評
釈
・
資
料
紹
介
・
書
評
の
ほ
か
、
編
集
委
員
会
が
認

め
た
も
の
（
以
下
、｢

論
文
等｣

と
い
う
）
を
掲
載
す
る
。

２
．
論
文
等
の
内
容
は
、
法
学
お
よ
び
そ
の
周
辺
領
域
に
関
す
る

も
の
と
す
る
。

３
．
応
募
で
き
る
論
文
等
は
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

三

　原
稿
の
様
式
お
よ
び
文
量

１
．
使
用
で
き
る
言
語
は
、
日
本
語
ま
た
は
英
語
と
す
る
。

２
．
原
稿
は
原
則
と
し
て
縦
書
と
し
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

ワ
ー
ド
形
式
で
保
存
さ
れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
で
提
出
す
る
。

日
本
語
で
あ
っ
て
も
、
数
式
等
が
多
く
性
質
上
横
書
き
が

相
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
横
書
き
で
の
掲
載

を
許
可
す
る
。

そ
の
場
合
、
提
出
前
に
編
集
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

ま
た
許
可
を
う
け
た
場
合
、数
詞
等
の
表
記
は
横
書
き
を
前
提

と
し
て
準
備
す
る
こ
と
。

３
．
原
稿
の
様
式
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）原
稿
は
、
す
べ
て
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
す
る
。

（
2
）本
文
お
よ
び
注
は
、
一
行
四
〇
字
一
ペ
ー
ジ
三
十
行
と
す
る
。

（
3
）原
稿
に
は
表
紙
を
付
す
る
。
表
紙
に
は
論
文
タ
イ
ト
ル
・

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
・
執
筆
者
（
共
同
ま
た
は
分
担
し
て
執
し

た
論
文
等
の
場
合
は
そ
の
全
員
）
の
氏
名
・
所
属
機
関
・

職
位
を
記
載
す
る
。

（
4
）原
稿
に
は
目
次
を
付
す
る
。
目
次
は
、
原
則
と
し
て
大
見
だ

し
お
よ
び
中
見
だ
し
の
み
で
構
成
す
る
（
章
お
よ
び
節
に
相

当
）
。
大
見
だ
し
は
漢
数
字
（
一
、
二
、
三…

）
、
中
見
だ

し
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
全
角
（
１
、
２
、
３…

）
を
用
い
る
。
必
要

な
場
合
、
さ
ら
に
小
さ
な
見
だ
し
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
第
・
章
・
節
等
の
文
字
は
使
用
し
な
い
。

（
5
）句
読
点
・
「
　
」
・
（
　
）
は
全
角
の
も
の
を
使
用
す
る
。

（
6
）注
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
注
は
、
縦
書
き
の
場
合
は
、
本
文
末
尾
に
一
括
し
て
か
か

げ
る
。
横
書
き
の
場
合
は
、
各
頁
の
脚
注
と
す
る
。

②
注
は
通
し
番
号
と
し
、
体
裁
は
半
角
算
用
数
字
（
１
、
２
、

３…

）
と
す
る
。

（
7
）引
用
・
参
考
文
献
の
記
載
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
と
お
り

と
す
る
。

①
和
書
単
行
本
の
場
合

丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
第
二
版
、
未
来
社
、

一
九
六
四
年
、
一
四
〇
頁
。

②
和
雑
誌
論
文
の
場
合

坂
野
潤
治
「
日
本
近
代
史
の
中
の
交
詢
社
私
擬
憲
法
案
」
、

『
近
代
日
本
研
究
』
二
二
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
、
一
八
頁
。

③
洋
書
単
行
本
の
場
合

Berlin, I., Fathers and Children, O
xford U

niversity 

Press, 1972, pp.30-32.

（
小
池
銈
訳
『
父
と
子
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
、
五
六
頁
）

④
洋
雑
誌
論
文
の
場
合

Schickler, E., Institutional Charge in the H
ouse of 

Representatives, 1867-1998, in A
m
erican Political 

Science Review
, V
ol.94, N

o.2, June 2000, p287.

⑤
そ
の
ほ
か
、
各
研
究
分
野
の
文
献
引
用
方
法
に
し
た
が
う
。

（
8
）原
稿
に
は
、別
刷
り
で
要
旨
を
付
す
る
。

４
．
原
稿
の
分
量
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1
）日
本
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は
三
二
、〇
〇
〇
字
以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、

研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・資
料
紹
介
は
一六
、〇
〇
〇
字
以
内
、

書
評
は
八
、〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る

空
白
部
分
も
字
数
に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し

て
い
る
場
合
に
は
、掲
載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
2
）英
語
の
場
合
、論
文・判
例
総
合
研
究
は一三
、〇
〇
〇w

ords

以

内（
注・参
考
文
献・図
表
を
ふ
く
む
）、研
究
ノ
ー
ト・判
例
評
釈・

資
料
紹
介
は
六
、五
〇
〇w

ords

以
内
、書
評
は
三
、〇
〇
〇

w
ords

以
内
と
す
る
。な
お
、改
行
等
に
よ
る
空
白
部
分
も
字
数

に
含
め
る
。文
字
数
が
明
ら
か
に
超
過
し
て
い
る
場
合
に
は
、掲

載
を
不
許
可
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）図
表
は
、そ
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
字
数
換
算
し
て
制
限
字
数
に
計

算
す
る
。一点
あ
た
り一〇
行
分（
四
〇
〇
字
相
当
）に
換
算
す
る
。

（
4
）要
旨
は
五
〇
〇
字
以
内
と
す
る
。

四

　提
出
方
法

提
出
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１
．
原
稿
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
、
『
武
蔵
野
法
学
』
編
集

委
員
会
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
送
信
す
る
か
、
あ
る
い
は

電
子
フ
ァ
イ
ル
を
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
の
電
子
記
録
媒
体
に
保

存
し
て
編
集
委
員
会
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。
電
子
メ
ー
ル
で

送
信
す
る
場
合
、
メ
ー
ル
の
件
名
（Subject

）
に
「
武
蔵

野
大
学
　
武
蔵
野
法
学
論
文
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

２
．
提
出
期
日
は
、各
募
集
要
項
で
公
表
す
る
。

３
．
提
出
し
た
論
文
は一切
返
却
し
な
い
。

五

　校
正

校
正
は
印
刷
上
の
誤
り
、不
備
の
訂
正
の
み
に
と
ど
め
、校
正
段
階
で

の
新
た
な
加
筆
修
正
は
認
め
な
い
。

六

　原
稿
送
付
先

原
稿
の
送
付
は
下
記
と
す
る
。

〒一三
五―

八一八一

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
三
番
地
三
号

武
蔵
野
大
学
法
学
研
究
所

『
武
蔵
野
法
学
』編
集
委
員
会
　
庶
務
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

七
七
三
〇（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三―

五
五
三
〇―

三
八一二

E-M
A
IL

：a_gakubu@
m
usashino-u.ac.jp

七

　倫
理
規
定

投
稿
論
文
の
執
筆
に
際
し
て
は
、他
者
の
著
作
権
等
の
侵
害
、名
誉
毀

損
そ
の
他
の
問
題
等
を
生
じ
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。な

お
、万
一『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
執
筆
内
容
が
前
記
の
問
題

を
生
ぜ
し
め
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、執
筆
者
が
そ
の一切
の
責
任
を

負
う
も
の
と
す
る
。

八

　著
作
権
の
取
り
扱
い

１
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、執
筆
者
に

帰
属
す
る
。

２
．『
武
蔵
野
法
学
』に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
引
用・転
載
の
承
諾
は
、

原
則
と
し
て
著
作
権
者
で
あ
る
執
筆
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
。武
蔵
野
大
学
法
学
会
は
、原
則
と
し
て
第
三
者
に
よ
る
引

用・転
載
の
承
諾
は
行
わ
な
い
。

荒　

木　

泰　

貴

有　

吉　

尚　

哉

口
田
粟

　

太　

郎

池　

田　

眞　

朗

加　

藤　

青　

延

金　

井　

高　

志

金　

尾　

悠　

香

金

　
　
　

安　

妮

後　

藤

　
　
　

新

佐　

俣　

紀　

仁

宍　

戸　

善　

一

下　

條　

慎　

一

上　

代　

庸　

平

杉　

野　

綾　

子

鈴　

木　

清　

貴

髙　

橋　

正　

樹

内
之
竹

　

一　

幸

中　

園　

和　

仁

中　

村　

孝　

文

樋　

口　

範　

雄

深　

谷

　
　
　

健

森　

下　

幹　

夫

古　

谷　

英　

恵

三　

上　

威　

彦

三　

村　

憲　

弘

山　

　
　
　

新

会
学
法
学
大
野
蔵
武

学
法
野
蔵
武

　

号
六
十
第

　

日
一
三
月
三
年
四
和
令

　

行
発

　
　

行
発
・
集
編

　

会
学
法
学
大
野
蔵
武

内
所
究
研
学
法
（

）

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

号
三
番
三
目
丁
三
明
有
区
東
江
都
京
東

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

〇
話

〇
三
七
七
―
〇
三
五
五
―
三

　
　
　
　
　
　
　
　

〇
Ｘ
Ａ
Ｆ

二
一
八
三
―
〇
三
五
五
―
三

　
　
　
　

　
　
　
　

制　

作　

文
創
社
会
式
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
一
〇
〇
―

―三
〇
一
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
―
三
一
町
網
小
橋
本
日
区
央
中
都
京
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話 

〇
二
三
三
―
三
四
六
五
―
三
〇

印
〇
員
集
編
学
法
野
蔵
武
・
順
音
〇
五

〇〇

〇



61 （78）

執筆者一覧

執筆者一覧

樋　口　範　雄 ………… 武蔵野大学特任教授

林　　　弘　正 ………… 島根大学名誉教授



荒　

木　

泰　

貴

有　

吉　

尚　

哉

口
田
粟

　

太　

郎

池　

田　

眞　

朗

加　

藤　

青　

延

金　

井　

高　

志

金　

尾　

悠　

香

金

　
　
　

安　

妮

後　

藤

　
　
　

新

佐　

俣　

紀　

仁

宍　

戸　

善　

一

下　

條　

慎　

一

上　

代　

庸　

平

杉　

野　

綾　

子

鈴　

木　

清　

貴

髙　

橋　

正　

樹

内
之
竹

　

一　

幸

中　

園　

和　

仁

中　

村　

孝　

文

樋　

口　

範　

雄

深　

谷

　
　
　

健

森　

下　

幹　

夫

古　

谷　

英　

恵

三　

上　

威　

彦

三　

村　

憲　

弘

山　

　
　
　

新

会
学
法
学
大
野
蔵
武

学
法
野
蔵
武

　

号
六
十
第

　

日
一
三
月
三
年
四
和
令

　

行
発

　
　

行
発
・
集
編

　

会
学
法
学
大
野
蔵
武

内
所
究
研
学
法
（

）

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

号
三
番
三
目
丁
三
明
有
区
東
江
都
京
東

　
　
　
　
　
　
　
　

電　

〇
話

〇
三
七
七
―
〇
三
五
五
―
三

　
　
　
　
　
　
　
　

〇
Ｘ
Ａ
Ｆ

二
一
八
三
―
〇
三
五
五
―
三

　
　
　
　

　
　
　
　

制　

作　

文
創
社
会
式
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

六
一
〇
〇
―

―三
〇
一
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
―
三
一
町
網
小
橋
本
日
区
央
中
都
京
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話 

〇
二
三
三
―
三
四
六
五
―
三
〇

印
〇
員
集
編
学
法
野
蔵
武
・
順
音
〇
五

〇〇

〇



No.16 2021 ISSN 2189-8243 

Journal of Law and Political Science 

The development of American law on digital assets .................. Norio Higuchi 

The Current State and Problems on Non-Invasive Prenatal Genetic Testing 
(NIPT) in Japan ······························································· Hiromasa Hayashi 

The Process of Establishing the Administrative Complaint Review System 
in N alional Tax in Japan 

Focusing on the Meiji era · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · Mikio Morishita 

The Role of the newest 
"Introduction to the Civil Code of Japan, 6th Edition(in Khmer)" 
and a fresh Proposal of the Civil Code Jurisprudence · · • • · · • • · • • • · • • Masao Ikeda 

Edited by Ilogakukai 
(The Association of Law and Political Science) 

Musashino University 
Tokyo 


